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千葉県立富津公園 指定管理者募集要項 

 

千葉県立富津公園の指定管理者を募集します。 

 

１ 対象施設の概要 

（１）名 称 

千葉県立富津公園 

（２）所在地 

富津市富津 

（３）施設の沿革、概要 

本公園は、東京湾に突き出した半島状の約５ｋｍの砂州、富津岬の先端に位置し、広大な

敷地に、豊かな自然に恵まれ、明治百年記念展望塔・中の島展望塔からは美しい景色が楽し

めるほか、一年中利用できる屋内プール、夏を楽しむ人たちでにぎわう屋外プール（ジャン

ボプール）、コンサートやイベントの行われる野外劇場、さらにテニスコート、キャンプ場

などの各種施設を有している広域公園です。 

    また、富津市地域防災計画において、指定緊急避難場所として指定されています。 

（４）設置の目的及び管理運営方針 

県立都市公園は、良好な都市環境の保全、スポーツ・レクリエーション、防災、景観形成

などを目的として設置された公の施設です。 

本公園は、君津地域における「自然・レクリエーション」の拠点として、富津公園独自の

魅力づくりを行い、千葉県のみならず、広域からの集客により地域活性化に資する公園を目

指します。 

指定管理者は以下の方針に従い、本公園の管理運営に努めることとします。 

① 施設等の管理にあたっては、その機能や特性を十分理解し、利用者が安全で快適に利

用できるよう適正な管理を行うこと。 

② 利用者等の意見を反映した管理運営を行うこと。 

③ 公園内の事故の防止及び防犯等に努め､利用者が安心して利用できるような体制の確立

に努めること。 

④ 災害時の避難地としての機能を確保できる管理運営を行うこと。 

⑤ 植物管理に伴い発生する木や枝等については、園内でリサイクルするなど環境に配慮

した管理運営を行うこと。 

⑥ 千葉県では県有施設トイレ利用者が快適に利用できるためトイレ美化の取組を行って

おり、公園内のトイレについても同様な取り組みを行うこと。 

（５）各施設の概要等 

   参考資料－１、２、３参照 

（６）各施設の利用者数 

   令和元年度～令和４年度の状況 

   参考資料－４参照 

（７）収支状況 

   令和元年度～令和４年度の状況 

   参考資料－５参照 
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２ 指定管理者の業務の範囲 

（１）施設等の運営に関する業務 

① 屋内プール、屋外プール（ジャンボプール）、野外劇場、多目的運動広場、明治百年記念

展望塔、中の島展望塔などの施設運営と利用促進活動 

② 有料施設の利用承認や料金徴収（屋内プール、屋外プール（ジャンボプール）、野外劇場、

多目的運動広場） 

  ③ 利用者の満足度・ニーズ調査及び利用者数調査の実施 

  ④ 県民やボランティアとの協働事業の推進 

  ⑤ 有料施設等における利用調整会議を関係機関と実施する。 

  ⑥ 各施設の概要・運営及び供用時間・休業日については､参考資料－１及び－２に示します。 

（２）施設等の管理に関する業務 

① 公園施設に係る維持・管理・保守・点検・修繕に関する業務 

② 公園内の清掃業務 

③ 園内の定期的巡回 

④ 千葉県立都市公園条例第４条に定める許可を要する行為及び第６条に定める禁止行為に

関する対応 

⑤ 公園利用者や周辺住民等の要望や苦情への対応 

⑥ 君津土木事務所への業務報告（月報（管理日報を含む）、四半期報告書、年度事業報告書

の提出等） 

（３）その他の業務 

① 事故及び緊急時の対応及び県への報告 

② 風水害・地震時等の配備体制の確立と被害状況報告及び応急措置 

③ その他指定管理者の自主事業及び管理上必要と認める業務を行うこと。 

④ 指定管理者が管理する施設以外（周辺を含む）の管理者との連携を図ること。 

⑤ 当公園は富津市地域防災計画において、指定緊急避難場所として指定されている。その

ため、災害等発生時には、指定緊急避難場所としての準備や開設等、必要な協力を行うこ

と。 

 

３ 業務の基準 

（１）公園の管理運営にあたっては,次の関係法令等の規定を遵守すること。 

① 都市公園法、都市公園法施行令、都市公園法施行規則 

② 千葉県立都市公園条例、千葉県立都市公園条例施行規則 

③ 地方自治法 

④ 労働基準法、最低賃金法及び健康保険法等の労働関係諸法令 

⑤ 施設維持、設備保守点検に関する法規 

⑥ その他関連法規 

なお、指定管理者が公園の利用者に対して行う承認その他の処分には、千葉県行政手続条

例（平成 7 年千葉県条例第 48 号）が適用されるので留意すること。 
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（２）指定管理者は、「指定管理者の業務の範囲」に掲げる業務（以下「指定管理業務」とい

う。）のほか、公園内において、自らの企画提案により実施する事業（以下「自主事業」と

いう。）を実施することができるが、自主事業は公園の設置目的の達成に資すると認められ、

かつ、指定管理業務を妨げないものとすること。また、事業計画書に実施内容を記載すると

ともに、実施にあたっては関係施設との調整事項や連携についても事前に県に協議するとと

もに、必要に応じて法令等に基づく許可を得ること。 

（３）事業計画書提出後に新たな事業を企画・実施するなど事業計画を変更する場合、実施内

容や利用者から徴収する料金等について、事前に県への協議を行うこと。 

（４）公園の管理の業務（自主事業を含む）の経理は、指定管理者が実施する他の事業と明確に

区分し、収支に関する帳票その他事業に係る記録を整備すること。また、県が必要と認める

ときは、その報告や実地調査に誠実に応じること。 

（５）公園の指定管理者が作成し、又は取得した文書（公園の管理の業務に係るものに限る。以

下「管理文書」という。）は、千葉県情報公開条例（平成 12 年千葉県条例第 65 号）に規定

する行政文書に準ずるものとして適正に管理を行うこと。 

   なお、指定管理者は、管理文書の分類、保存及び廃棄に関する基準その他管理文書の管理

に関し、必要な事項を年度毎に定め、県に報告し了承を得るものとします。（管理開始年度

の基準等については、指定管理者になる団体が管理開始日の７日前までに県に報告し了承を

得る。） 

（６）指定管理者が保有する管理文書について、知事に対し個人情報の保護に関する法律（平成

15 年法律第 57 号）に基づく個人情報の開示の請求又は千葉県情報公開条例に基づく行政文

書の開示の請求があった場合において、知事からこれらの請求に係る管理文書の提出を求め

られたときは、これに応ずること。 

（７）指定管理者（個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）第２条第５項に規

定する「個人情報取扱事業者」に該当するものを除く。）は、公園の管理の業務に係る個人

情報について、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）及び「個人情報の

保護に関する法律についてのガイドライン」に基づき適正に取り扱うこと。 

（８）指定管理者が行う公園の利用者に対する各種の指導については、千葉県行政手続条例第４

章の規定の適用はないが、指定管理者は、これらの指導に当たっては、県の機関に準ずるも

のとして、同章の趣旨にのっとり適切に行うこと。 

（９）施設設備及び物品の維持管理を適切に行うこと。 

（10）省資源や省エネルギーの推進など、「千葉県庁エコオフィスプラン」の趣旨に基づいた取

組みを実施すること。 

（11）施設利用の予約について、令和６年度中にオンラインシステムによる申込み及び利用

決定を行うようにすること。 

   また、利用料金についても、令和６年度中にキャッシュレス決済（オンラインでの決

済を含む。）を導入すること。 

（12）指定管理者は業務の全部を第三者に対し委託しまたは請負わせないこと。 

（13）公園施設等での事故に備え､「保険」に加入すること。 
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（14）指定管理者により管理運営されていることを示すため､指定管理者名と連絡先を表示する

こと。 

（15）指定管理者が行う業務の詳細については別添管理運営基準によること。 

（16）人員配置について、有資格者等をできるだけ配置してサービスの向上や公園の安全に努め

ることとし、事業計画書に記載すること。 

（17）各公園施設については、事故防止に万全を期すものとする。 

 

４ 指定の期間 

  令和６年４月１日から令和９年３月３１日までとします。 

ただし、管理を継続することが適当でないと認めるときは指定を取り消すことがあります。 

 

５ 応 募 

（１） 応募資格 

法人その他の団体（個人での応募はできません。）又はそのグループであって、次の全て

の条件を満たすものとします。 

  ① 千葉県内に事業所又は事務所を有する法人又はその他の団体であること。 

② 会社更生法、民事再生法等による手続きをしている団体でないこと。 

  ③ 申請時点で、法人税、消費税、地方消費税、県税及び市町村税の滞納がないこと。 

  ④ 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第１６７条の４の規定により、本県から入

札の参加者資格を取り消されていないこと。 

  ⑤ 千葉県から指名停止措置を受けていないこと。 

  ⑥ ２年以内に労働基準監督署から是正勧告を受けていないこと（受けている場合には、必

要な措置の実施について労働基準監督署に報告済みであること） 

⑦ 役員に破産者及び禁固以上の刑に処せられている者がいないこと。 

  ⑧ 次に掲げる暴力団排除措置事由に該当しないこと。 

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号。

以下「暴力団対策法」という。）第２条第２号に規定するものをいう。以下同じ。）又は

それらの利益となる活動を行う団体であるとき。 

イ 役員が暴力団対策法第２条第６号に規定する暴力団員若しくはこれに準ずる者（以下

「暴力団関係者」という。）であるとき又は暴力団関係者が経営に実質的に関与してい

るとき。 

ウ 役員が、自社、自己もしくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を与える

目的をもって、暴力団の威力又は暴力団関係者を利用するなどしているとき。 

エ 役員が、暴力団又は暴力団関係者に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

積極的に暴力団の維持、運営に協力し、もしくは関与しているとき。 

オ 役員が、暴力団又は暴力団関係者と社会的に非難されるべき関係を有しているとき。 

カ 役員が、暴力団関係者であることを知りながら、これを不当に利用するなどしている

とき。 
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（２）グループ応募 

本公園のサービスの向上並びに業務の効率的な実施を図るうえで必要な場合は、複数の法

人等（以下「グループ」という。）が共同して応募することができます。この場合は、次の

事項に留意して申請してください。 

① グループにより申請をする場合は、グループの名称を設定し、代表となる法人等を選定

すること。なお、代表となる法人等以外は、当該グループの構成団体として扱います。 

また、代表となる法人等又は構成団体の変更は認めません。 

② グループ応募については、グループ（共同体）応募届（様式第４号）、グループ（共同

体）構成団体業務分担表（様式第５号）、グループ（共同体）協定書（様式第６号）を提

出してください。 

③ グループの構成員は、他のグループの構成員となり、又は単独で申請を行うことはでき

ません。 

（３）複数施設への応募 

令和５年度千葉県指定管理者公募施設の複数施設に応募する場合は、応募施設を全て管理

することのできる計画で応募してください。 

 

６ 提出書類 

  申請に当たっては、以下の書類を県に提出していただきます。なお、県が必要と認める場合

は、追加資料の提出を求めることがあります。また、申請書に記載漏れや添付書類の不足等、

形式的な不備がある場合は、数日程度の期限を定めて補正を指示することがあるので、速やか

に対応してください。なお、書類はすべてＡ４版の用紙を使用してください。 

（１）指定申請書（千葉県公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則（平成

16年千葉県規則第 52号）別記様式、押印不要） 

（２）事業計画書（様式第１号） 

（３）関係書類 

① 団体概要書（様式第２号） 

② 申請の日の属する事業年度の前事業年度における貸借対照表、損益計算書、収支決算書

その他の団体の財務状況を明らかにする書類 

③ 申請の日の属する事業年度の前事業年度における事業報告書その他、団体の業務の内容

を明らかにする書類 

④ 定款、寄附行為、規約又はこれらに類する書類 

  ⑤ 法人の履歴事項全部証明書及び印鑑証明書（法人のみ） 

  ⑥ 団体の役員名簿及び役員の履歴書 

  ⑦ 法人税、消費税及び地方消費税、千葉県税、市町村税（本店及び県内事業所にかかるも

の）の各納税証明書（申請時点で、法人税、消費税及び地方消費税、県税及び市町村税

を滞納していないことが確認できるもの） 

・法人税、消費税及び地方消費税は、税務署発行の納税証明書（その３の３） 

   ・千葉県税は、県税事務所発行の納税証明書（第４０号様式その２） 

   ・市町村税の納税証明書（様式名は各市町村へお問い合わせください） 
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⑧ 労働者災害補償保険に加入していることを証する書類（従業員を雇用していない事業者

は除く。） 

⑨ 障害者雇用状況報告書の写し（今年度公共職業安定所長に提出した、受付印があるもの。

ただし、インターネット経由で提出した場合、受付印は不要。）なお、公共職業安定所長

への提出義務のない事業主については、障害者雇用状況報告書（様式第３号） 

⑩ 厚生労働省が所管する事業者のための労務管理・安全衛生管理診断サイト「スタートア 

ップ労働条件」のＷＥＢ診断結果 

  ⑪ ２年以内に労働基準監督署から是正勧告を受けている場合、必要な措置の実施について

労働基準監督署に報告済みであることを証する書類 

⑫ グループによる応募に当たっては、グループ構成員となる全ての法人等の上記関係書類

に加え、次の書類を提出してください。 

・グループ（共同体）応募届（様式第４号） 

・グループ（共同体）構成団体業務分担表（様式第５号） 

・グループ（共同体）協定書（様式第６号）    

（４）提出部数 

   提出部数は、正本１部、副本１５部（副本は複写可）とします。 

   副本は、のり付け等により冊子状に綴じたり、ホチキスで留めたりしないで、穴あきファ

イルを使用して下さい。 
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７ 管理運営経費等 

（１）管理運営経費 

・富津公園の利用に係る料金収入は指定管理者の収入とし、管理運営経費に充てるものとし

ます。 

・指定管理者は、千葉県立都市公園条例に定める範囲内で利用料金を設定してください。 

なお、設定にあたり知事の承認が必要です。 

・利用料金の免除・減額については､県では｢使用料及び手数料条例｣及び｢使用料手数料条

例施行規則｣等により実施されているところであり､引き続き実施をお願いします。 

   （現行の減免規定：参考資料－７参照） 

【千葉県の負担】 

富津公園の管理業務に係る千葉県負担（指定管理料）については、消費税及び特別地方消

費税込みの金額で、３年間の総額が以下の参考金額以内となるように申請の際の事業計画、

収支予算を策定してください。（３年間の総額が参考金額以内であれば、年度別の金額を超

える申請も可能です。） 

なお、指定管理期間中、指定管理料の積算に影響を及ぼす指定管理業務の変更や、物価 

水準の大幅な変動等があった場合は、県と指定管理者との協議により指定管理料の額を変更 

することがあります。 

   （参考金額）３年間の総額：５６５，５００千円（５１，４０９，０９０円） 

令和 ６年度  １８８，５００千円（１７，１３６，３６４円） 

        令和 ７年度  １８８，５００千円（１７，１３６，３６３円） 

        令和 ８年度  １８８，５００千円（１７，１３６，３６３円）   

※総額及び年度別の（ ）はうち消費税及び特別地方消費税の額 

（２）指定管理料の支払い 

事業計画において提示のあった金額に基づき、年度ごとに予算額の範囲内で指定管理者と

協議を行い、協定を締結した後、事業計画書に基づき四半期ごとに請求に応じて概算払いを

します。 

（３）管理口座 

公園の管理運営に係る収入と支出は、法人等自身の口座とは別の口座で管理してください。 

（４）指定期間中の施設の大規模修繕・変更予定 

   施設の改修・更新の必要が生じた場合、施設の改修等の内容によっては、施設を一時中止

することがあります。 

なお、改修等の予定については、指定管理者に実施の前年度までに協議します。 

（５）県が実施する事業への協力 

  ① 県立都市公園においては、都市公園法に基づき民間事業者等に、公園施設を設置又は管

理させることなどにより、公園の魅力向上や整備・維持管理コストの縮減について検討し

ています。これに伴い、当公園においても指定管理の範囲や管理業務の内容を見直す場合

がありますので、その場合には協議に応じていただきます。 

② また、その他、指定管理料の額の算定の基礎とした諸要素に変動があったときは、千葉

県と指定管理者で協議の上、指定管理料の変更をする場合があります。 
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８ 指定管理者と千葉県の役割分担及び危険負担 

指定管理者と千葉県の役割分担は表－１のとおりとします。 

また、指定管理者と千葉県の危険負担は表－２のとおりとします。 

ただし、表－１及び表－２に定める事項に疑義がある場合又は定めのない事項が生じた場合

は､指定管理者と県が協議のうえ､役割分担及び危険負担を決めるものとします。 

 

表－１ 役割分担 

項目 千葉県 指定管理者 

維持管理（植物管理、施設管理、清掃、補修修繕、

安全管理、光熱水費支出等） 

○ 

(小規模以外の

補修) 

◎ 

運営管理（企画調整、利用指導、案内、警備、苦情

対応、料金徴収、県民協働、利用促進活動等） 
 ◎ 

管理事務所、倉庫内等の物品管理  ◎ 

事故・災害時対応（初期対応、報告、応急措置） 
○ 

（指示等） 
◎ 

災害復旧（本格復旧） ◎  

法的管理（占使用許可等） ◎  

整備、改修 ◎  

包括的管理責任（管理瑕疵を除く） ◎  
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表－２ 危険負担 

危険負担表 

種類 内容 

負担者 

県 
指定 

管理者 

物価変動 人件費、物品費等物価変動に伴う経費の増  ○ 

金利変動 金利の変動に伴う経費の増  ○ 

周辺地域・住民及び

施設利用者への対応 

地域との協調  ○ 

施設管理、運営業務内容に対する住民及び施設利用者からの反

対、訴訟、要望への対応 
 ○ 

上記以外 ○  

法令の変更 施設管理、運営に影響を及ぼす法令変更 ○  

指定管理者自身に影響を及ぼす法令変更  ○ 

税制度の変更 施設管理、運営に影響を及ぼす税制変更 ○  

一般的な税制変更  ○ 

政治、行政的理由に

よる事業変更 

政治、行政的理由から、施設管理、運営業務の継続に支障が生じ

た場合、又は業務内容の変更を余儀なくされた場合の経費及びそ

の後の維持管理運営経費における当該事情による増加経費負担 

○  

不可抗力 不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地震、落盤、火災、争乱、暴動そ

の他の県又は指定管理者のいずれの責めにも帰すことのできない

自然的又は人為的な現象）に伴う、施設、設備の修復による経費

の増加及び事業履行不能 

○  

書類の誤り 仕様書等県が責任を持つ書類の誤りによるもの ○  

事業計画書等指定管理者が提案した内容の誤りによるもの  ○ 

資金調達 経費の支払い遅延（県→指定管理者）によって生じた事由 ○  

経費の支払い遅延（指定管理者→業者）によって生じた事由  ○ 

施設・設備・備品の

損傷に対する修繕 

経年劣化によるもの（小規模なもの（1 件あたりの修繕額が 30 万

円未満(消費税及び地方消費税を含む)のもの。但し、税法上の資

本的支出に該当しない範囲内に限る。）） 

 ○ 

    〃    （上記以外） ○  

第三者の行為から生じたもので相手方が特定できないもの（小規

模なもの（1 件あたりの修繕額が 30 万円未満(消費税及び地方消

費税を含む)のもの。但し、税法上の資本的支出に該当しない範囲

内に限る。）） 

 ○ 

  〃  （上記以外） ○  

資料等の損傷 管理者として注意義務を怠ったことによるもの  ○ 

第三者の行為から生じたもので相手方が特定できないもの（小規

模なもの（1 件あたり 30 万円未満(消費税及び地方消費税を含む)

のもの）） 

 ○ 

  〃  （上記以外） ○  

第三者への賠償 管理者としての注意義務を怠ったことにより損害を与えた場合  ○ 

上記以外の理由により損害を与えた場合 ○  

セキュリティ 警備不備により情報漏洩、犯罪発生  ○ 

事業終了時の費用 指定管理業務の期間が終了した場合又は期間中途における業務を

廃止した場合における事業者の撤収費用 
 ○ 
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９ 質問事項の受付及び回答 

（１）質問事項の受付 

   募集要項の内容等に関する質問を次のとおり受け付けます。 

① 受付期間  令和５年７月２４日(月)から令和５年８月１８日(金)１７時まで 

② 受付方法  質問書（様式第７号）に記入のうえ、ＦＡＸ又は電子メールで提出してく 

    ださい。（電子メール容量７．２MB まで） 

          FAX：043-222-6447、E-Mail：kouen1@mz.pref.chiba.lg.jp 

（２）質問事項の回答 

質問に対する回答は、令和５年９月８日（金）までに千葉県ホームページの公園緑地課の

ページ（http://www.pref.chiba.lg.jp/kouen/index.html）に掲載します。 

 

10 説明会の開催 

現地説明会を次により開催します。参加者は各応募者２名以内とし、参加希望の団体は 

令和５年８月２日（水）１３時までに法人等の名称及び参加する方の氏名をあらかじめ連絡

してください。 

①  開催日時  令和５年８月４日（金） １３時３０分から 

②  開催場所  富津公園屋内温水プール棟 ２階会議室 

③  連 絡 先  千葉県県土整備部都市整備局公園緑地課県立公園室 

          担当者 山田、押田 

電 話：０４３－２２３－３９３０ 

    

11 申請書提出先及び提出期間 

（１）提 出 先 千葉県県土整備部都市整備局公園緑地課県立公園室に持参又は郵送して下さい。 

        千葉県県土整備部都市整備局公園緑地課県立公園室（県庁中庁舎８階） 

        〒260－8667 千葉市中央区市場町１番１号 

        TEL 043－223－3930 

（２）提出期間 令和５年８月１４日（月）から令和５年９月２２日（金）まで（県の休日を除

く）の８時３０分から１７時までとします。 

持参する場合は、事前に電話により提出時間の予約申込みをお願いします。 

※郵送の場合、書留郵便により最終日の１７時までに必着のこと。 

※電子メール、ファクシミリでの提出は認めません。 

 

12 選定方法 

（１）提出された提案書類をもとに表－３の審査基準に沿って、外部有識者等に意見を求めた上

で、指定管理者（候補者）選定委員会において候補者を選定します。 

（２）選定審査において、申請者である法人その他の団体の代表者又は代理の方のプレゼンテー

ションをお願いします。（時間、場所については申請者に後日連絡します。） 

（３）グループで応募した団体については、選定審査に先立ち、選定委員会において、提出され

た書類（上記６、（３）関係書類、様式第４号以下）に基づき、グループ化の理由、構成団

体の業務・責任分担等について表－４に沿って審査を行います。 
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表－３ 都市公園指定管理者審査基準 

【必須項目の審査】 

 ・「１点」を標準とし、優れたものについては特に加点。各項目とも３点満点。 

・ 標準に満たない場合は０点。意見聴取した外部有識者等の過半数が０点を付けた審査内容があり、

選定委員会がこれを適切な評価と認めた場合は失格。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定基準 審査項目 審査内容 配点 

事業計画書の内容が

県民の平等な利用を

確保することができ

るものであるか（指

定手続条例第３条第

１号） 

施設の設置目的及

び県が示した管理

の方針 

施設の設置目的を理解しているか。 3 

県が示した管理の方針と事業者が提案した運営

方針が合致するか。 

3 

経営理念や労働関係法令等についてのコンプライ

アンスの取組等、団体の経営モラルは適切か。 

3 

平等な利用を図る

ための具体的な手

法及び期待される

効果 

事業内容等が一部の県民、団体に対して不当に

利用を制限又は優遇するものではないか。 

3 

要配慮者への対応は適切か。 3 

個人情報の取扱は適

正か 

個人情報関保護の

取組 

個人情報保護のための適切な措置がとられてい

るか。 

3 
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【一般項目の審査】 

 ・外部有識者等の評点を集計した結果、合計点が６０点を下回り、選定委員会がこれを適切な

評価と認めた場合は失格。 

選定基準 審査項目 審査内容 配点 

 

事業計画書の内
容が、当該公の

施設の効用を最
大限に効果的に
効率的に発揮さ

せるものである
か。 （指定手
続条例第３条第

２号） 

利用者の増加を図
るための具体的手
法及び期待される

効果 

年間を通じた広報計画やイベントの開催など利用者を増
加させる具体的な取組みは適切か。その効果と実現性は
どうか。 

また、取組みにおける地域、関係機関、ボランティア等
との連携が図れているか。 

45 

10 

サービスの向上を

図るための具体的
手法及び期待され
る効果 

施設運営や自主事業の提案などサービス向上を図る取組

みが、施設の設備・機能を活用した施設の設置目的の達
成に資するものとなっているか。 

10 

利用者ニーズへの対応や利用者からの苦情への対応が適
切か。 

5 

施設の維持管理の
内容、適格性及び

実現の可能性  
  

日常的な施設の安全管理や公園利用者の安全確保の具体
的な方法が示されているか。また、事故や災害の発生時

の危機管理に係る具体的な対応が示されているか。 
10 

植物・施設(トイレなどを含む)等の維持管理を適正に実
施できる具体的な計画が立てられているか。 

10 

管理に係る経費の
縮減効果（又は収

益性の確保） 

経費の縮減は見込まれているか。 

10 10 

      

事業計画書に沿
った管理を安定
して行うために

必要な能力（人
員、財政的基盤
等）を有してい

るか。（指定手
続条例第３条第
３号） 

収支計画の内容、

適格性及び実現の
可能性 

収入、支出の積算と事業計画の整合性は図れているか。

＊１ 

35 

5 

収支計画の実現可能性はあるか。 

また、一般管理費の算出方法は適切か。＊２ 5 

安定的な運営が可
能となる人的能力 

業務を円滑に推進できる職員の配置や業務分担がなされ
ているか。 

職員の指導育成、研修体制は十分か。 

職員採用が必要な場合の方策は適切か。  ＊３ 

10 

安定的な運営が可

能となる財政的基
盤 

財務状況は健全であり、業務を確実に行える経営的に安

定した団体であるか。 ＊４ 10 

類似施設の運営実

績 

施設の管理にどの程度実績があり、良好な管理運営でき

る可能性はどうか。 5 

その他 地域貢献 物品・役務の地元調達が計画されているか。 

近隣住民や近隣施設等との連携による地域活性化や、地
域での取組への貢献が期待できるか。 10 

5 

地域の美化、防犯・防災、災害復旧の活動が計画されて
いるか。 5 

合   計  100 

＊１、＊２、＊３、＊４ 次に該当する場合は、失格とします。 

  意見聴取した外部有識者等の過半数が 0 点の採点をし、選定委員会がこれを適切と認めた場合。 

 ＊１、＊２、＊３、＊４ 内容精査のため、県が必要と認める場合は、追加資料の提出を求めるこ

とがあります。 
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 表－４ グループ応募に係る団体審査基準 

 

選定基準 審査項目 審査内容 配点 

事業計画書に沿った管

理を安定して行うため

に必要な能力（人員、

財政的基盤等）を有し

ているか。（指定手続条

例第３条第３号） 

グループで応募

する団体に係る

確認事項 

グループの設立の経緯は明らかになって

いるか 
10 

グループ応募する必要性・理由は妥当な

ものか 
10 

構成団体の役割分担及び責任分担は明らか

になっているか 
10 

構成団体の人員配置は妥当であるか 10 

各団体の経費配分は妥当であるか 10 

※各項目の必要点数は５点以上とし、かつ、合計の点数が３５点以上で適格とします。 

 

13 申請に要する経費 

  申請に要する経費等はすべて申請者の負担とします。 

 

14 無効又は失格 

  以下の事項に該当する場合は、無効又は失格となることがあります。 

① 申請書の提出方法、提出先、提出期限などが守られなかったとき。 

② 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。 

③ 申請書に記載すべき事項以外の内容が記載されているもの。 

④ 虚偽の内容が記載されているもの。 

⑤ 収支計画書に記載されている指定管理料収入の金額が、「７（１）管理運営経費」に示す

参考金額を超えているもの。 

⑥「５（１）応募資格」の①～⑧のいずれかの条件を欠いたとき。 

⑦ その他、選定委員会で協議の結果、審査を行うに当たって不適当と認められるもの。 

 

15 選定結果 

  選定委員会で候補者に選定された団体については、令和５年１０月下旬頃に千葉県ホームペ

ージに掲載します。また、選定結果の詳細については、令和５年１１月中旬頃に千葉県ホーム

ページに掲載します。 

  

16 指定管理者の決定及び協定 

（１）指定管理者は令和５年１２月千葉県議会の議決を経て決定（指定）されます。 

（２）指定後、県と指定管理者の協議に基づき、管理に関する協定を締結します。 
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17 スケジュール 

公募から管理開始までの主なスケジュールは次のとおりです。 

令和５年  ７月２４日（月） 募集要項公表・配布開始・質問事項受付開始 

８月 ４日（金） 現地説明会 

８月１４日（月） 申請書受付開始 

８月１８日（金） 質問事項締切 

９月２２日（金） 申請書提出期限 

１０月 ５日（木） 

又は   １０日（火） プレゼンテーション 外部有識者等からの意見聴取 

１０月下旬     選定委員会で候補者の審査・選定 

１０月下旬     選定団体の公表 

１１月中旬     選定結果の公表 

１２月       指定管理者の議決 

令和６年  １月       指定管理者の指定 

３月       協定の締結・管理業務の引継ぎ 

４月       指定管理者による管理開始 

 

18 業務の継続が困難になった場合等の措置 

（１）指定管理者の責めに帰すべき事由により業務の継続が困難となった場合又はそのおそれが

生じた場合は､千葉県は指定管理者の指定を取り消し､若しくは業務の全部若しくは一部を停

止させることができます。この場合､指定管理者は、千葉県に生じた損害を賠償するものと

します。 

（２）不可抗力その他千葉県又は指定管理者の責めに帰することができない事由により業務の継

続が困難となった場合には､千葉県と指定管理者は事業の継続の可否について協議し、継続

が困難と判断したとき、指定管理者の指定の取消を命ずることができるものとします。  

 

19 その他 

（１）提出書類は必要に応じ複写します。使用は県庁内及び選定委員会等において、選定の検討

にあたり県が必要と認めるときに限ります。 

（２）指定されなかった団体の提出書類は、指定管理者の指定の議決後９０日以内に限り、申請

者からの請求及び費用負担により原本（正本・副本）を返却します。 

（３）提出書類は情報公開の請求により、千葉県情報公開条例に基づき開示することがあります。 

（４）「５ 応募（１）⑧」に該当するか否かについて、警察本部に照会を行う場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

〒260-8667 千葉市中央区市場町１番１号 

 千葉県県土整備部都市整備局公園緑地課県立公園室 

  担当者 山田、押田 

 TEL043-223-3930 FAX043-222-6447 

 E-Mail kouen1@mz.pref.chiba.lg.jp 
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参考資料―１ 施設概要及び運営概要等 

施設名 施設概要 運営概要等 備考（使用区分等） 

屋内プール 建築面積 ３，３１４㎡ 

延べ面積 ３，４１４㎡ 

２５ｍプール 

（水深可動床式）８コー

ス 

児童プール １ 

トレーニングルーム １ 

サウナ室男女 各１ 

総合的な健康づくり、

体力づくりのため広く

県民に親しまれ、年間

を通じ利用できる公園

施設とする。 

一般利用 

専用使用（土・日曜・

祝日及び夏休み、冬休

み、春休みは専用使用

不可。教育活動及び国

体出場選手育成等の目

的で使用の場合は協議

可） 

屋外プール（ジ

ャンボプール） 

敷地面積 ５０，８４３

㎡ 

水面面積 ６，５５１㎡ 

流水プール、造波プー

ル、競泳プール、チビッ

コプール、スライダープ

ール、管理・ロッカー棟

ほか 

夏季に、家族連れが安

全に楽しく、水に親し

む機会を提供できる公

園施設とする。 

一般利用 

野外劇場 建物有効面積２５７㎡ 

ステージ面積２０７㎡ 

楽屋面積 ５０㎡ 

固定椅子 約１００名 

グループ活動、催し物

等を通じて県民の交流

の場を提供できる施設

とする。開催以外は、

芝生広場（一般園地）

として開放する。 

専用使用 

多目的運動広場 １０，０００㎡ 

（１００ｍ×１００ｍ） 

公園利用者が自由に利

用できる便益施設とす

る。 

ただし、ジャンボプー

ル開場日は臨時駐車場

とすることができる。 

専用使用 
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参考資料－２ 供用時間と休業日（千葉県都市公園条例施行規則等による） 

施設名 供用時間 休業日 

屋内プール 午前９時から午後９時まで 

 

月曜日（その日が国民の祝日に関する法律第３

条に定める休日（以下この表において「休日」

という）に当たるときは、その翌日）及び１２

月２９日から１月３日まで。 

（ジャンボプール開場期間中は無休） 

屋外プール（ジ

ャンボプール） 

午前９時から午後５時まで 

 

７月の第３土曜日から８月３１日までを除く毎

日 

野外劇場 午前９時から午後９時まで  

 

月曜日（その日が休日に当たるときは、その翌

日）及び１２月２９日から１月３日まで。 

（ジャンボプール開場期間中は無休） 

多目的運動広場 午前９時から午後５時まで 月曜日（その日が休日に当たるときは、その翌

日）及び１２月２９日から１月３日まで。 

※指定管理者は、千葉県の承認を得て供用時間及び休業日を変更することができる。 

 この場合利用者に対し、その旨周知を図ってください。 

 

参考資料―３ 

都市公園法第５条第１項の規定による許可を受けて設置又は管理している公園施設 

施設名 区分 面積・数量 備考 

売店・飲食店、自販機５台 設置 ６６㎡  入口付近 

売店・飲食店、自販機１台 設置 ９４㎡ 入口付近 

売店・飲食店、自販機１台 設置 １３３㎡ 入口付近 

売店・飲食店、自販機３台 設置 １５３㎡ 入口付近 

売店・飲食店 設置 １０４㎡ 入口付近 

売店・飲食店 設置 ６４㎡ 入口付近 

売店・飲食店、自販機３台 設置 １７３㎡ 入口付近 

売店・飲食店 設置 ５７㎡ 入口付近 

売店・飲食店 設置 ２６㎡ 第３駐車場隣り 

記念碑１基 設置 ２㎡ 第１駐車場付近 

管理用詰所 設置 １００㎡ 入口付近 

宿泊施設富津岬荘 設置 ３，７３０㎡ ジャンボプール隣り 

自動販売機５台 設置 ５㎡ 室内プール内 

売店 管理 ５㎡ ジャンボプール内（夏季） 

売店 管理 １２㎡ ジャンボプール内（夏季） 

貸ボート場 管理 １箇所 ジャンボプール内（夏季） 

①売店、②売店 管理 １２㎡，２１㎡ ジャンボプール内（夏季） 

①売店、②売店 管理 １３㎡，１６㎡ ジャンボプール内（夏季） 

①第１テニスコート 管理 全天候型３面 大池隣り 

②第２テニスコート 管理 全天候型５面 室内プール隣り 
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参考資料―４ 

有料施設利用者数等 

単位：人 

有料施設 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

屋内プール ４４，５４７ ３３，３８６ ３５，９９４ ３５，３８２ 

屋外プール ５６，５１１ ０ ２３，１４１ ３５，０２１ 

野外劇場 ２，１５７ ７７０ ２，４９１ ２，３９２ 

多目的運動広場 ９７１ ７８５ ５２０ ７０４ 

 

参考資料―５ 

１ 収支実績 

 

（１）収支 

単位：千円 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

収入 

指定管理料 １５７，５１７ １７１，３９１ １７３，６４６ １６５，４９９ 

利用料金 ４７，１０９ ６，８７１ ２４，３８２ ３２，３４４ 

自主事業 ２，８７４ ４１５ １，４０６ １，９２８ 

計 ２０７，５００ １７８，６７７ １９９，４３４ １９９，７７１ 

支出 ２１４，３０８ １７５，８１３ ２０５，４４４ ２１４，３７６ 

 

（２）有料施設収入 

単位：千円 

有料施設 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

屋内プール ８，８６７ ６，６８０ ６，４８８ ６，６０８ 

屋外プール ３８，１０６ ０ １７，６２６ ２５，５９４ 

野外劇場 １１９ １７６ ２４９ １２３ 

多目的運動広場 １６ １６ １９ １５ 

 

（３）光熱水費 

単位：千円 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

電気 ２２，８３２ １７，９６６ ２４，１９１ ３２，３５６ 

水道 ７，１１０ ４，６４８ ８，４９３ ６，６０１ 

ガス ０ ０ ０ ０ 
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（４）修繕費 

単位：千円 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

修繕費 ３，５２４ ２，７６７ ３，３９０ ３，０６１ 

 

参考資料―６ 

有料公園施設の供用時間と使用料（千葉県立都市公園条例に定める上限値） 

（１）富津公園水泳場等利用料  

① 屋内プール（専用使用） 

単位：円 

入場料を徴収しない場合 入場料を徴収し、又は営利を目

的とする催物に利用する場合 アマチュアスポーツに利用

するとき。 

アマチュアスポーツ以外の催

物に利用するとき。 

時間 料金 時間 料金 時間 料金 

午前９時～ 

午後１時 
２８，２３０ 

午前９時～ 

午後１時 
５５，８２０ 

午前９時～ 

午後１時 
２８２，５１０ 

午後１時～ 

午後５時 

午後１時～ 

午後５時 

午後１時～ 

午後５時 

午後５時～ 

午後９時 
３３，８７０ 

午後５時～ 

午後９時 
６７，７８０ 

午後５時～ 

午後９時 
３３９，０１０ 

超過時間昼

間１時間ま

でごとに 

７，０４０ 

超過時間昼

間１時間ま

でごとに 

１４，１１０ 

超過時間昼

間１時間ま

でごとに 

７０，６２０ 

超過時間夜

間１時間ま

でごとに 

８，４６０ 

超過時間夜

間１時間ま

でごとに 

１６，９３０ 

超過時間夜

間１時間ま

でごとに 

８４，７５０ 
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② 屋内プール（共同使用） 

単位：円 

 区分 時間 料金 

一般 普通利用料金 １人２時間以内 ４００ 

超過時間１時間までごとに １８０ 

回数利用料金 １１回分につき ４，０００ 

中学校及び

高等学校の

生徒 

普通利用料金 １人２時間以内 ２２０ 

超過時間１時間までごとに １１０  

回数利用料金 １１回分につき ２，２００  

４才以上の

幼児及び 

小学校の 

児童 

普通利用料金 １人２時間以内 １３０  

超過時間１時間までごとに ６０  

回数利用料金 １１回分につき １，３００ 

２５人以上の団体 構成員１人につき 利用料の８割に相当する額 

 

③ 屋外プール（ジャンボプール）（共同使用） 

単位：円 

 区分 料金 

一般 １人１日につき １，１９０ 

高等学校の生徒 ８５０  

小学校の児童及び中学校の生徒 ４２０ 

４才以上の幼児 １００ 

２５人以上の団体 構成員１人１日につき 利用料の８割に相当する額 

 

④ 屋内プール・屋外プール（ジャンボプール）更衣ロッカー 

単位：円 

 区分 料金 

更衣ロッカー １回につき １００ 

 

⑤ 多目的運動広場（専用使用の場合に限る） 

単位：円 

 区分 料金 

多目的運動広場 ２時間までごとに １，４９０  
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⑥ 野外劇場（専用使用の場合に限る） 

 

単位：円 

 区分 料金 

野外劇場 昼間１時間までごとに １，２４０ 

夜間１時間までごとに ３，７５０ 

 

参考資料－７ 現行の減免基準 

○県立都市公園有料駐車場施設の使用料（利用料）の減免に関する事務取扱基準 

事  柄 減免の額 

使用料及び手数料条例第５条第３項第２号の規定によるもの 

１） 地方公共団体が行政上の目的に直接使用するとき。 

２） 公共的団体が県の施策の推進に協力するために県の要請を受けて行う事業

に使用するとき。 

全額 

使用料及び手数料条例第５条第３項第３号の規定によるもの 

１） 県内の幼児、児童生徒の学校教育の一環として、学校その他団体が行う

行事を指導する教職員等が使用するとき。 

２） 県内の公共的団体が公益を目的として独自の事業を行う場合の団体役員

等が使用するとき。 

３） 障害者（身体障害者、知的障害者又は精神障害者（各障害者手帳を交付

されている）をいい、これらの者を介護するものを含む。以下同じ。）団

体及びこれを支援するボランティア団体が団体の目的とする事業を行う

場合の団体役員等が使用するとき。 

４） 障害者が、本人若しくは介護者の車に同乗して使用するとき。ただし、

有料の介護サービス等で利用する場合を除く。 

全額 

１） 県内の幼児、児童生徒を対象とするスポーツ団体等が行う行事を指導す

る役員等が使用するとき 

２） 県内の社会教育団体等が社会教育等を目的とする行事を行う場合の団体

役員等が使用するとき 

使用料の 

２分の１ 

以内の額 

入場料を徴収して行う行事 

全額は 

２分の１ 

以内の額 

２分の１ 

以内の額は 

１０分の１

以内の額 

に読み替え 

※利用当日、障害者手帳の提示及び減免申請書の提出により、減免が受けられるよう手続きの簡

素化を図ってください。 
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○公有財産の使用許可、貸付け及び処分等に関する事務取扱要領 

事  柄 減免の額 

使用料及び手数料条例第５条第３項の規定によるもの 

１）地方公共団体等が直接公共用又は公用の目的に使用するとき 

２）公共的団体が県の施策の推進に協力するための事業の用に使用するとき 

３）社会教育のため使用するとき 

４）職員又は県立学校生徒の福利厚生又は相互扶助を目的とする事業の用に使

用するとき 

５）使用許可財産が災害により使用できない場合は､当該使用許可財産を使用

できない期間 

使用料の全額

または一部 

１）地方公共団体等が直接公益事業の用に使用するとき 

２）公共的団体が直接公益上特に必要があると認められる事業の用に使用する

とき 

３）公の施設内に事業者が食堂又は売店を設置する場合において､その設置が

当該公の施設の利便性の向上に資するもので､かつ施設の立地等の事情によ

り事業収益を確保することが困難であるとき 

使用料の 

２分の１ 

以内の額 

 

 

○千葉県立都市公園条例施行規則第十五条第二項の規定によるもの 

事  柄 減免の額 

県民の日（六月十五日） 

・ 富津公園（屋内プールに限る。） 

・ 館山運動公園（野球場、庭球場、少年野球場及び体育館のうち競技場に限

る。） 

・ 青葉の森公園（駐車場に限る。） 

・ 幕張海浜公園（日本庭園及び駐車場に限る。） 

・ 柏の葉公園（体育館のうち競技場、貸ボート、総合競技場のうち競技場

（共同使用の場合に限る。）、庭球場、野球場及び駐車場に限る。） 

・ 北総花の丘公園（駐車場に限る。） 

・ 長生の森公園（野球場、庭球場及びゲートボール場に限る。） 
全 額 

六十五歳以上の者が使用する場合。 

・ 富津公園（水泳場の共同使用の場合に限る。） 

・ 幕張海浜公園（日本庭園に限る。） 

障害者（身体障害者、知的障害者又は精神障害者をいい、これらの者を介護す

る者を含むものとする。）が使用する場合。 

・ 富津公園（水泳場の共同使用の場合に限る。） 

・ 青葉の森公園（駐車場に限る。） 

・ 幕張海浜公園（日本庭園及び駐車場に限る。） 

・ 柏の葉公園（駐車場に限る。） 

・ 北総花の丘公園（駐車場に限る。） 
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管理運営基準 

（１）植物管理 

公園の芝生、樹木等を良好に育成・管理するため、必要な措置を行うものとします。 

区域・対象物 対象数量 業務内容 年間業務回数 

一般園地 高木 １，０７２本（桜４２１本

含） 

剪定 １回 

中低木 ２，７６３本 剪定 １回 

寄植・玉

物 

７，０６３㎡ 刈込み １回 

芝生地 ３４，２４３㎡ 除草 ３回 

芝刈り ３回 

施肥 ２回 

草地 ８１，７５５㎡ 草刈 ２回 

草地（保

安林園路

脇等） 

３４，０３０㎡ 草刈 ２回 

花壇管理 １２５㎡（１，５００株） 除草 ４回 

植付け ２回 

３１１㎡（３，７３２株） 除草 ４回 

植付け １回 

・倒木、枯損木、不要な支柱の撤去及び障害枝の除去は必要に応じて実施してください。 

・潅水は必要に応じて行ってください。 

・病害虫の防除は適切に行ってください。 

・農薬の使用は原則禁止しています。（やむを得ず使用するときは県と協議すること） 

 

 

（２）施設管理 

建築物、工作物等の施設を安全で良好な状態に保つため、以下の業務を行います。 

施設名 対象数量 業務内容 年間業務回数 

屋内プール 一式 プール監視業務 ３０６日 

電気・機械設備管理業務 ３０６日 

清掃業務（トイレ含む） ３０６日 

プール水抜き清掃業務 １回 

高所ガラス清掃業務（１６１㎡） １回 

ソーラー板・蛍光灯・空調機器清掃業務 ２回 

機械警備業務 ３６５日 

自家用電気工作物保安管理業務 １２回 

消防設備保守点検業務 ２回 

浄化槽保守点検業務 ２４回（清掃１回） 
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浄化槽法定検査 １回 

害虫駆除業務（更衣室、ロッカー） ７回 

害虫駆除業務（事務所ほか） １回 

入退場機保守点検業務 ２回 

プール可動床保守点検業務 １回 

循環装置保守管理業務 ２回 

自動制御設備保守点検業務 １回 

空調設備保守点検業務 １回 

ボイラー保守点検業務 １回 

ボイラーばい煙測定業務 ２回 

自家発電設備保守点検業務 １回 

地下タンク及び地下埋設配管定期検査 １回 

市水受水槽清掃業務 １回 

プール水水質検査 各プール １２回 

プール水水質検査（トリハロメタン） １回 

簡易専用水道検査 １回 

二酸化炭素含有率測定 ６回 

防火対象物定期点検 １回 

サウナ設備の維持管理（保守・点 

検・清掃等） 

月１回 

（年１回） 

その他 浄化槽関係定期報告 ４回 

水質汚濁物質排出量総合調査 １回 

電気子メーター検針 １２回 

水道子メーター検針 ６回 

屋外プール（ジ

ャンボプール） 

一式 監視業務 

（プール７箇所、裏門、場内警備） 

４４日 

電気・機械設備管理業務  ７６日 

開場前清掃業務 ３０日 

営業期間中の清掃業務（トイレ含む） ４４日 

閉場後の片付け ７日 

宿直業務 ５３日 

プール水質検査（トリハロメタン） １回 

機械警備業務 ３６５日 

自家用電気工作物保安管理業務 １２回 

消防設備保守点検業務 ２回 

浄化槽保守点検業務 １０回（清掃１回） 

ウォータースライダー保守点検 １回 

害虫駆除業務 ２回 

プール水水質検査 各プール ３回 

井水受水槽清掃業務 １回 
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市水受水槽・屋外圧力タンク清掃業務 

（３０２㎥） 

１回 

特定建築物水質検査 

（１５項目）＋（１１項目） 

１回 

植栽地除草（４７０ ㎡） １回 

寄植え刈り込み（４７０㎡） １回 

植栽地清掃（４７０㎡） １回 

芝地芝刈り（６，１８７㎡） １回 

芝地施肥（６，１８７㎡） １回 

平板地除草（２，３１９ ㎡） ３回 

草地草刈り（１，２３３㎡） １回 

花壇及びプランター植栽（８０㎡） １回 

樹木剪定（中木３０本） １回 

樹木剪定（下木１２４本） １回 

その他 浄化槽関係定期報告 １回 

地下水揚水量報告（４箇所） １回 

水質汚濁物質排出量総合調査 １回 

電気子メーター検針 ２回 

水道子メーター検針 ２回 

硫酸注入設備点検 ４７日 

野外劇場 一式 浄化槽保守点検業務 ４回（清掃１回） 

清掃業務（トイレ含む） ５２日 

トイレ（５箇

所） 

３箇所 第１・３・６トイレ清掃 ３６５回 

２箇所 第２・５トイレ清掃 ３６５回 

トイレ（施設

外） 

一式 浄化槽保守点検業務（５箇所） ５回（清掃２回） 

遊具広場 遊 具 １ ３

種類 

日常点検 ３６５回 

定期点検  １２回 

総合点検 １回 

※１ 屋内プール、屋外プール（ジャンボプール）の監視業務については、利用者の安全管理を
図れる監視体制とします。プール事故を防止するため、「プールの安全標準指針」（平成１９
年３月 国土交通省・文部科学省）により、より一層のプールの安全確保に努めてください。 

※２ トイレについては、公園利用者が快適に使用できるよう美化の取組に努めてください。 
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（３）清掃管理 

園路、広場等を良好に保つため、以下の業務を行います。 

対象物 対象数量 業務内容 年間業務回数 

一般部 ８．５ｈａ 清掃・運搬・処分 ３０回 

樹林下、水面等 ７．２ｈａ 清掃・運搬・処分 ３０回 

舗装部（駐車場等） ６．９ｈａ 清掃・運搬・処分 ３０回 

保安林園路脇等 ４．３ｈａ 清掃・運搬・処分 ３０回 

路面部（幹線園路等） ３．７㎞ 清掃・運搬・処分 ２回 

水路部 １５０ｍ 清掃・運搬・処分 １８回 

４０㎥  土砂撤去 １８回 

海岸部 一式 清掃・運搬・処分 １回 

３０㎥ 土砂撤去 ６回 

 

（４）利用管理 

公園利用者に施設を円滑に利用させるため、以下の業務を行います。 

対象施設 業務内容 年間業務日数 

屋内プール 利用案内、受付、料金徴収 ３０６日 

屋外プール 

（ジャンボプール） 

利用案内、受付、料金徴収 ４４日 

野外劇場 利用案内、受付、料金徴収 ３０６日 

多目的運動広場 利用案内、受付、料金徴収 ３０６日 

※１ 県民の日（６月１５日）には無料開放施設は、料金徴収を行いません。 

   施設の供用時間と休業日は〔参考資料－２〕に示していますが、指定管理者は千葉県の承

認を得て供用時間及び休業日を変更することができます。この場合、利用者に対しその旨周

知を図ってください。 

※２ 現在、県では施設予約などの関係業務を支援する「ちば施設予約サービス」を導入中です。

本公園も今後、導入について協力をお願いすることがあります。 

※３ 駐車場混雑時は周辺道路交通へ影響を及ぼさないよう対応をお願いします。 

 

（５）安全管理 

公園利用者の安全を図るため、以下の業務を行います。 

対象 対象数量 業務内容 年間業務日数 

園地 ９７．３ｈａ 日常巡視（午前、午後各１

回） 

３６５日 
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（６）危機管理 

事故・災害時に利用者の安全と公園の保全を図るため、次の業務を行います。 

対象 業務内容 

事故 初期対応、関係機関への連絡、事故報告 

災害 巡視、初期対応、関係機関への連絡、被害状況調査、被害報告、危険物及

び倒木等の撤去 

 

（７）修繕業務 

・管理対象施設、設備等が破損、損壊又は老朽化などで、安全又は管理運営上修繕を行う必

要がある場合は速やかに実施します。 

  ・修繕の実施にあたっては、小規模なもの（１件あたりの修繕額が３０万円未満（消費税及

び地方消費税を含む）のもの。但し、税法上の資本的支出に該当しない範囲内に限る。））

については指定管理者が、それ以外の修繕については県が、それぞれ費用を負担すること

とします。 

（８）管理業務用の施設及び備品管理業務 

管理業務用の施設及び備品を適切に管理するため、以下の業務を行います。 

・管理業務用の施設及び備品は台帳を作成し管理します。 

・新調備品は取得金額２万円以上の物品とします。 

・管理のために使用できる施設、備品は以下のとおりです。 

 

〔施設〕 

番号 施設名 内容 個数 設置年月日 

１ 屋外プール（ジャン

ボプール） 

管理・ロッカー棟 

鉄筋コンクリート平屋 ７６７ ㎡ 

 

１ 平成２８年３月 

２ 屋内プール 事務所 鉄筋コンクリート２階 ３，４９２㎡  

内 管理事務室 １４６㎡ 

１ 平成３年２月 

３ 屋内プール 車庫 鉄筋コンクリート平屋 ７２㎡ １ 平成３年２月 

〔備品〕  

備品については、備品台帳のとおり。（現地説明会の際、閲覧することが出来ます。） 

 

（９）その他 

・管理運営基準については、最低水準を示すものであり､イベントの開催時、及び苦情の発

生等に対して指定管理者の適切な対応を求めます。 

・管理業務において発生した物は、出来るだけ公園内でのリサイクルに努めることとします。 

・公園外に搬出処分する場合の費用は指定管理者の負担とします。 

・利用者の安全確保を図る観点から、施設内にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置し、緊

急時に備えてください。また、維持管理及び使用に関する講習会を受講するとともに、常

時適切な対応が取れる体制をとってください。なお、維持経費や事務手続等については、

指定管理者の負担とします。 


